４　単元構想の具体

（1） 評価規準

	関心・意欲態度・規範意識
	思考・表現
	気付き

	夏から秋へ，季節の変化を味わい，おいしい秋，美しい秋楽しい秋に触れ，豊かな心をもつことができる。
	観察したり，遊んだりした草木や，落ち葉，虫などの様子をカードやワークシートにまとめることができる。
	草木や虫などと親しみながら，春と秋の違いに気付くことができる。


（2） 単元構成




　


第１次【活用】（１時間）














○通学路や遊び場の様子について，見たり聞いたりしたことを自由に話し合い，春や夏との違いを見つける。


○春や夏に遊んだ○○にでかけ，秋をみつけ，秋を楽しみたいという意欲をもつ。











通学路や遊び場・校庭の変化について話し合い，学習問題をつくる。





問題


・○○をたんけんして，秋をみつけよう。





第２次【習得・探究】（６時間）


学習指導例１　４／６
































集めた木の葉や木の実に関心をもち，形や大きさ・色などの違いまた，常緑樹との違いをワークブックを使って話し合う。


カマキリを観察し、模型を作る。














見つけた植物や昆虫に関心をもち，名前や生えている場所やすみかを本や図鑑で調べながら，ワークブックで確かめる。また，木の葉や木の実の形や大きさ・色などの違いもワークブックを使って話し合いまとめる。





第３次【活用】（３時間）




















くっつく実を虫めがねで観察し，とげの仕組みを見つける。


○　いろいろな方法でたねを運んでもらうことで命をつないでいることの気付く。














くっつく実など，実の仕組みのひみつを体験を通して調べ自然の命をつないでいくための知恵のすばらしさについて話し合う。





第４次【発展】（２時間）　　


学習指導例２　２／２


























「食」「行事」「作る」の３つの観点からそれぞれの秋を見つけて，カードに書く。


○　観点ごとに色分けをして，かるた取りをする。














これまでの活動や観察の記録を見て季節の移り変わりや自然の知恵のすばらしさや秋の楽しみを調べ感じたことをかるたにする。








